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第１学年

第２学年

第３学年

第4学年

第5学年

◎共通の学習ノートを活用することで、学習課題や
学習内容が明確になり、授業を円滑に進めることが
できた。
〇基礎的・基本的な内容をスモールステップで進め
ることに努めたが、全員が一定の技能を定着させる
ことまでにいたらなかった。もう少し時間をかけて丁
寧に指導を行う必要があった。
○技能が高い児童に対して発展的な内容を示すとと
もに、周りの友達を手助けをすることを促し、クラス
全員が課題を達成できるようにした。
〇手縫いのやり方、ミシンの使い方などの場面で、
ICT機器を活用し動画を見せることで、活動内容や
取り組み方を児童が理解して活動することができ
た。
〇サポート隊については今年度活用できなかった。
来年度に引き継いで、早めに連絡を取り活用してい
けるとよい。

◎児童がスムーズに学習に臨めるように、全員共通
の学習ノートを活用している。
○作業や実習の学習への意欲が高く、主体的に学習
に取り組む児童が多い。
○細かい作業を苦手とする児童が多く、あきらめてし
まったりなげやりになってしまったりする様子が多々
見られた。
○児童個々のこれまでの生活経験の差が、手縫いや
調理実習で大きく出ている。
〇調理実習などは楽しさのあまり、安全面への配慮
がかけている児童も見られた。

①自分自身の学ぶ姿勢
○基礎的・基本的な内容を、スモールステップで進め、全員が無理
なく学習を進められるようにする。
〇安全面への配慮について、実習前にしっかりと確認し、安全への
意識を高められるようにする。
②学ぶ内容
○技能の高い児童には、発展的に取り組める内容を提示し、学習
のねらいに沿って主体的に取り組む力を身に付けられるようにす
る。
③学びの方法
◎基本的事項を十分に定着させるために、共通の学習ノートを活
用する。活動の振り返りを充実させ、作業を通して考えたことや気
が付いたことを表現する力が身に付くようにする。また、それを児
童同士で共有する場を設け、考えを深められる機会を設ける。

◎共通の学習ノートを活用することで、学習課題や
学習内容が明確になり、授業を円滑に進めることが
できた。
〇基礎的・基本的な内容をスモールステップで進め
ることに努めたが、全員が一定の技能を定着させる
ことまでにいたらなかった。もう少し時間をかけて丁
寧に指導を行う必要があった。
○技能が高い児童に対して発展的な内容を示すと
ともに、周りの友達を手助けをすることを促し、クラ
ス全員が課題を達成できるようにした。
〇手縫いのやり方、ミシンの使い方などの場面で、
ICT機器を活用し動画を見せることで、活動内容や
取り組み方を児童が理解して活動することができ
た。
〇サポート隊については今年度活用できなかった。
来年度に引き継いで、早めに連絡を取り活用してい
けるとよい。

第6学年

〇今年度はコロナ禍前と同様に調理や洗濯な
ど年間を通して実習を行った。実際に体験する
ことを通して学ぶことが多くあり、実習を行うこ
とは児童にとってよりよい学びにつながること
が分かった。サポート隊を活用を活用し、より
安全に、そして一人ひとりの児童の技能が向
上するような実習を計画していく必要がある。
◎共通の学習ノートを活用することで、学習課
題や学習内容が明確になり、基礎的・基本的
な内容の定着に有効だった。感染症対策に配
慮しながらも、友達と交流する機会を十分に確
保することができたため、たくさんの児童が考
えを深められた。
〇調理実習では、教科書やノートで確認する
だけではなく、Googleクラスルームで調理の手
順や材料の切り方などについての動画を配信
した。動画を活用することで、児童一人ひとり
に調理の見通しをもたせ意欲を引き出すととも
に、技能の習得にも役立てることができた。

◎全員共通の学習ノートを活用することで、調理実習の手
順や持ち物を共有しやすくしている。
○調理実習や洗濯実習を行い、確かな知識・技能を身に付
けられるようにしている。
〇授業の中で、自分たちの今までの経験や知識を基に、学
習問題を作り、考えを深めていくことができた。
〇授業で取り組んだ内容を家庭学習でも行うよう声かけをし
ている。
〇ミシンの単元では、動画等を用いた事前指導の徹底や実
習時の保護者によるサポート隊の支援など、安全面や技術
の向上のための手立てが必要である。

①自分自身の学習の姿勢
○基礎的・基本的な内容を、スモールステップで進め、全員が無理なく学習
を進められるようにする。
〇安全面への配慮について、実習前にしっかりと確認し、安全への意識を
高められるようにする。

②学ぶ内容
○２学期に行う「生活に役立つ布製品製作」において、５年生で学習したミ
シン縫いを使った作業を行う際に、サポート隊を活用し、基礎的な技能を確
実に身に付けさせる。
◎全員共通の学習ノートを活用し、基礎的・基本的な内容を十分定着させ
る。さらに学習を通して気付いたことや、友達の発言を通して考えたことなど
を自分の言葉で表現することを通して、自身の考えを深めていけるよう授業
展開を工夫する。

③学びの方法
○制作過程を実物や写真で提示したり、ＩＣＴ機器等を活用したりすること
で、児童が理解しやすい環境を整える。
○授業で取り組んだ内容が日常生活でも生かされ、生きてはたらく知識や
技能として身に付くよう課題の出し方を工夫し、実践できるようする。

〇今年度はコロナ禍前と同様に調理や洗濯など年
間を通して実習を行った。実際に体験することを通し
て学ぶことが多くあり、実習を行うことは児童にとっ
てよりよい学びにつながることが分かった。サポート
隊を活用を活用し、より安全に、そして一人ひとりの
児童の技能が向上するような実習を計画していく必
要がある。
◎共通の学習ノートを活用することで、学習課題や
学習内容が明確になり、基礎的・基本的な内容の定
着に有効だった。感染症対策に配慮しながらも、友
達と交流する機会を十分に確保することができたた
め、たくさんの児童が考えを深められた。
〇調理実習では、教科書やノートで確認するだけで
はなく、Googleクラスルームで調理の手順や材料の
切り方などについての動画を配信した。動画を活用
することで、児童一人ひとりに調理の見通しをもたせ
意欲を引き出すとともに、技能の習得にも役立てる
ことができた。

三鷹市立第一小学校　令和6年度　【　　家庭　　】科　授業改善推進プラン


